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研究成果の概要（和文）： 

HBp17 の siRNA を設計し、遺伝子導入を行った。コントロールとしてスクランブル siRNA を遺
伝子導入し、 HBp17 遺伝子発現を検討した。siRNA 導入 48 時間後の細胞抽出液と培養上清中で
の HBp17 蛋白量の比較、検討を行った。HBp17siRNA 遺伝子導入の OSCC 細胞の増殖に及ぼす影
響について検討を行った。ｓｉ９４は、ｓｉＲＮＡ遺伝子導入した細胞である。遺伝子レベル
において、明らかに有意な HBp17 遺伝子発現の低下を認めた。細胞抽出液と培養上清中での結
果では、siRNA 導入細胞で、有意に HBp17 蛋白の発現の低下が認めた。ＫＡ、ＵＥ、ＮＡとも
に、HBp17siRNA 遺伝子導入細胞では増殖が抑制された。 

研究成果の概要（英文）： 

HBp17 siRNA was synthesized and transfected. Control scrambled siRNA was used. 
Quantitative RT-PCR analysis was performed. Then, we performed westernblotting 
analysis to compare with HBp17 in cell and culture media at 48hrs after transfection. 
Finaly growth assay was done. In HBp17-transfected cells, HBp17 mRNA expression was 
significantly decreased compared with control. HBp17 protein expression was also 
decreased in cell or culture media. In roliferation assay, growth of HBp17 siRNA 
trasfected-OSCC KA, UE and NA was inhibited. 
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１．研究開始当初の背景 

Heparin-Bindingprotein17/FGF-Binding 

Protein (FGFBP/HBp17)は，私の所属する研

究室の岡本らが，外陰部扁平上皮癌(SCC)細

胞株A431の培養上清よりFGF-2とともに分

離・精製した．FGFBP/HBp17 は 17kDa の

ヘパリン親和性分泌蛋白であり，上皮細胞で

特異的に発現され，FGF-1，-2と可逆的に結

合することから，標的細胞での FGFの遊離・

活性化に深く関与していると考えられる． 

 

２．研究の目的 

口腔癌・癌幹細胞における FGFBP/HBp17 の役

割を明らかにし，さらに口腔癌の癌幹細胞を

標的としたあらたな診断・治療法を開発する

ことを目指す。 

 

３．研究の方法 

当科で樹立した口腔扁平上皮癌細胞株 NA、UE、

KO の細胞株を用いた。無血清培地として、

RPMIと DMEMを 1対 1で混合した RD基礎培地

にインスリン、トランスフェリン、2-アミノ

エタノール、2-メルカプトエタノール、亜セ

レン酸ナトリウム、オレイン酸の６Factor を

添加した RD6F を用いた。また、HBp17 の DNA

シーケンスより siRNA を設計し、遺伝子導入

を行った。コントロールとしてスクランブル

siRNA を遺伝子導入する．遺伝子導入 48 時間

後のサブコンフレントの細胞を回収し、RNA

を抽出し、リアルタイム定量 PCR にて HBp17

遺伝子発現を検討した。siRNA 導入 48 時間後

の細胞抽出液と培養上清中での HBp17蛋白量

の比較、検討を行った。最後に、HBp17siRNA

遺伝子導入の OSCC 細胞の増殖に及ぼす影響

について検討を行った。 

４．研究成果 

ｓｉ９４は、ｓｉＲＮＡ遺伝子導入した細胞

である。遺伝子レベルにおいて、ＫＡ，ＵＥ，

ＮＡすべての細胞において、明らかに有意な

HBp17 遺伝子発現の低下を認めた。 

 

 

 

 

細胞抽出液と培養上清中での結果では、

siRNA 導入 KA、UE、NA では、有意に HBp17 蛋

白の発現の低下が認められた。 

 

 

 



 

 

 

 

 

培養 5日後以降は、ＫＡ、ＵＥ、ＮＡともに、

HBp17siRNA 遺伝子導入細胞では増殖が抑制

された。特にＵＥ，ＮＡでは、有意な細胞増

殖能の低下を認めた。 
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